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【主な発表内容】 

参加者：３３名 

 

佐野先生 

情報関係基礎 実地調査について 

 未履修問題 受験教科だったら、もっと注目されているのでは 

実地調査の目的 

生徒の受験機会を広げ、多くの大学において、情報関係基礎が受け入れられるのでは、 

志願者数と受験者数 

情報関係基礎の分析 

 教科「情報」の内容を色濃く反映 

 受験者は若干減少 

 数学ⅡＢより高い平均点 

大学へのアンケートの実施（別紙） 

 これから定数を増やしている状況も 

 多くの大学が「制限なし」 

 特に私学は多い 

今後の予定 

 来年も調査を実施したい 

 

石井先生 

新入生テストの実施結果分析 

 目的・実施形態・参加校 

 平均点 

 正解率の低い問題とその傾向 

 先生方に良いと指摘された問題 

 先生方に悪いと指摘された問題 

来年度はテスト委員会を立ち上げて作問と運営を行う 

マークシートを使った形で行い、できれば多くのデータを集めていきたい 

完成テストも今年度末実施予定 
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